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生徒が変わる 未来が変わる 
～キャリア・コンサルティングで公立高校を活性化～ 

 

 
 

報告者名 立川
たちかわ

 さおり 

● 所 属：   大阪府立春日丘高等学校（定時制）、大阪府立寝屋川高等学校（定時制）の就職 

支援員 

●主たる実践場所：①H19（2007）4月～H21（2009）3月 大阪府立泉尾高等学校（全日制普通科） 

②H21（2009）4月～H22（2010）3月 

大阪府立春日丘高等学校・大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 

        ③H21（2009）7月～H22（2010）3月 大阪府立成城高等学校（多部単位制Ⅲ部） 

※主な実践事例は、①での活動報告とし、②と③は支援途中であるため、活動状況に留める 

●対象活動期間: Ｈ１９（２００７）年４月～Ｈ２１（２００９）年１２月 現在に至る 

 
【報告者の経歴・プロフィール】（主要な職務経歴および所属団体、保有資格など） 
■国家資格２級キャリアコンサルティング技能士（平成21（2009）年3月取得） 

平成 5（1993）年から、財団法人関西カウンセリングセンターにてカウンセリングの基礎理論を学ぶ。

約２年受講したが、人生経験の少なかったこともあって「心理“学”」の道を厳しく感じ、一時、疎遠と

なったが、「人の役に立ちたい」との気持ちを抑えきれず、仕事の傍ら様々なボランティア活動に取り組

み続けてきた。 

同センターのキャリア・コンサルタント養成講座を受講・修了。H18（2006）年 3月、同センター認定

キャリア・コンサルタントとなる。登録1年目のＨ19（2007）年、大阪府立の高校で“キャリアアドバイ

ザー”として２年間活動。行政側の事情に翻弄されたが、現在も引き続いて別の大阪府立の高校（定時制

の課程２校）の“就職支援員”（府非常勤職員）として活動をしている。また、各地労働局のハローワー

クのセミナー講師として講義も行っている。 

これまで私は社会人として、大手鉄道会社、経営コンサルタント事務所、弁護士事務所や税理士事務所、

司会業など様々な職種・経験を積みながら、様々な活動を行ってきた。振り返ってみれば、そのすべてが

キャリア・コンサルタントへの布石だった、と今では思うほどだ。現在、取り組んでいる高校生支援の仕

事は、私の生きがいであり“人生・生き方に関わり、人と組織を元気にする”に遣り甲斐を感じ、“まさ

に、天職”と実感している。 

今回の報告を通して、次世代を担う方々に、特に高校生支援の重要性を多くの方に知って頂くことで、

結果、高校という組織・高校生という存在を温かく見守り励して下さる良き理解者、積極的に支援する仲

間が増え、そして、高校生のために国の教育・雇用施策が整備されることを願って、参加した次第である。 
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Ⅰ.報告概要: 

１．キャリア・コンサルタント（ＣＣ）活動のはじまり ＊H21年10月CC大阪大会配布資料より引用 

（１）事業概要 

H19（2007）年4月～21（2009）年3月 大阪府の「府立高等学校総合活性化事業（新世代に対

応した高等学校改革推進事業）」（５校に配置）の一環として、“キャリアアドバイザー（ＣＡ）”

として、大阪府立泉
いず

尾
お

高等学校（大阪市大正区）にて活動。 

※ 大阪キャリア教育支援拠点運営協議会（大阪キャリア教育支援ステーション） 

H19（2007）年12月「キャリア・コンサルタント全国大会」（大阪）午後の部にて事例発表 

ＣＡ事業（当初の予定）では、～H22（2010）年3月までの、３年の事業計画であったが、 

H20（2008）年3月、事業が一時凍結。H20年4月～8月、暫定予算にて一時継続（45日）。 

H20（2008）年8月～21（2009）年3月（年度内85日）本予算で復活するも20年度限りで廃止。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

（２）ＣＡの相談件数 ＊述べ回数                 平成21（2009）年2月現在 

  
 
 
 
 
  
 

 

 

 
（３）成果の一部   

 

校内巡回＝“歩くキャリアカウンセリング”の実践／教育相談ケース連携／夏の勉強合宿、「泉高

クリーンウォーク」を創設／教職員意見交流会の企画＆ファシリテータ役（３回）／学校説明会や

広報活動の強化／企業見学の拡大／進路指導の強化／ハローワーク活用の強化／ＰＴＡや同窓会

への働きかけ／中学校訪問・中高連携を強化／授業研究チーム立ち上げなど、 

 

ＣＡは、学校組織に所属せず、枠にとらわれない立場が新鮮であり、生徒や教職員に新しい風とな

り、学校を元気にする一助となり、学校活性化に大きな役割を果たした（成果報告会より）。 

 
＊詳しくは、別添の資料をご参照下さい。 

 平成19年度 平成20年度 

1年 ９３ １５２ 

2年 ４８ １４０ 

生

徒 

3年 ２１３ ４３５ 

生徒 小計 ３５４ ７２７ 

保護者 ３７ ８４ 

教職員 １６９ ５２３ 

合 計 ５６０ １３３４ 

【ＣＡの業務内容】（ご参考までに） 

① 入学時から３年間の見通しを持った職業観・勤労観の育成のためのキャリア教育目標設定等

の作成支援 

② 校長指導のもと設置された学校活性化プロジェクト委員会に参画し、配置校における生徒指

導（中途退学や不登校等）や進路指導（就職未内定や進路未決定者等）などの課題解決に向

けた取組への助言 

③ 生徒に対する進学や就職に関わるキャリアカウンセリングの実践 

④ 教職員に対するキャリア教育へのスーパーバイズ 

⑤ 生徒、教職員、保護者を対象とするキャリア教育に関する講演、研修等の企画実施 

⑥ 職場見学やインターンシップ等の体験的学習の推進に向けてのスーパーバイズ 
⑦ その他、キャリア教育全般にかかわる支援 

【主な相談内容等】 

遅刻早退や転退学希望・留年者・不登校

気味・授業逃避などの対応と相談、進路

不振者・未定者への働きかけ、面接特訓、

就職内定者向け支援。中途退学者の相談

とハローワーク同行など。 

＊20年度は、卒業生や保護者からも相談予

約が入るまでに至った。 
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２．キャリア・コンサルタント（ＣＣ）活動の第２幕“就職支援員” 

（１）事業概要 

平成21年度 大阪府立高校「就職・就学支援事業」“就職支援員”（＝大阪府非常勤職員） 
→府立高校「就職・就学支援事業」の一環として、キャリアカウンセラーの資格を持ち、民間

企業経験のある者で、生徒の就職に関するカウンセリングや新規求人開拓、内定取消しへの対

応などを支援し、生徒を正規就労に導く。＊派遣回数：１校につき年間４２回（１回６時間） 
派遣校１０校（全日制７校／定時制普通科２校／通信制１校へ、就職支援員７名） 
※ 大阪府教育委員会 教育振興室 高等学校課 生徒指導グループ 

 

（２）業務内容  

校長の指導のもと、教職員と連携して以下の業務に従事する。 

（１）新規求人開拓 （２）就職に関する生徒のカウンセリング  

（３）内定取消しへの対応 （４）その他、生徒の就職活動に関する支援  

   

 （３）主な活動状況  

① 大阪府立春
かす

日丘
がおか

高等学校（定時制の課程）＝大阪府茨木市（ＪＲ「茨木」駅） 

在校生の就労相談（アルバイト求人検索、電話のかけ方練習、履歴書作成、面接練習など）、 

新卒向け求人情報等の掲示、学年の進路HR、卒業生の相談、卒業年次生への就職相談・支援、 

ケース生徒の対応、外部機関への紹介・連携と活用支援、情報提供などを行い、進路指導の強 

化に貢献。 

教員研修：「生徒の就職スイッチを入れるためには～具体的なアプローチ事例から」 

 H22（2010）年2月初旬 校内にて、就職支援の報告会（課題と改善策への提案）を実施予定 

 

② 大阪府立寝屋川
ねやが わ

高等学校（定時制の課程）＝大阪府寝屋川市（京阪電鉄「寝屋川市」駅） 

進路未定者の面談、就職セミナー（全10回実施）、企業訪問（指定校求人の獲得）、生徒向け

講演、教職員勉強会「採用と人権」、卒年次生進路担当者会議、大阪府中小企業家同友会との

連携・出張講座のコーディネート企画、情報提供などを行い、進路指導の基盤づくりに貢献。 

    教員研修：「就職支援のススメ～高校における就職支援の重要性」     

 H22（2010）年2月初旬 校内にて、就職支援の報告会（課題と改善策への提案）を実施予定 

       

  ③ 就職支援員の自主的な活動として 

毎月2回程度、定例的に就職支援員が集まり、情報交換会や事例勉強会を行っている。 

情報発信：H21年7月号より、毎月「キャリア支援ニュース」編集・発行 

    ＊大阪府教育委員会ホームページ掲載 

     http://www.pref.osaka.jp/kotogakko/seishi/kyaria-news.html 
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３．その他、ＣＣ活動について 

（１）大阪府立成 城
せいじょう

高等学校（多部単位制Ⅲ部）＝大阪市城東区（地下鉄中央線「深江橋」駅） 

H21（2009）年6月～22（2010）年3月、学校協議会委員。同年7月より、府の「学校提案型

個性化推進事業（GP事業）」に、“キャリア・コンサルタント”として参画。生徒への面談実

践、進路指導やガイダンス、キャリア教育に関する教職員への助言・指導等、生徒向け講演、

教職員向け研修等を担当。第2回学校協議会にて、現状と課題・改善策の提案等を行った。 

 

（２）H21（2009）年の主な活動実績等  

① 学校関係 

・ 大阪府定時制通信制教育研究会への出講  

1月 進路研究部会 事例報告『高等学校におけるキャリア教育の実際』実施 

同部会 H22年1月『（仮）就職支援員の活動を通して感じたこと』実施予定 

8月 3部合同研究会研修会 事例報告『定時制発！就職支援のススメ』実施 

http://www.osaka-c.ed.jp/mikunigaoka/hp-tei/teituu/3bukensyukai/21sidai.htm 

・ 教職員向け研修『就職支援のススメ』など実施（府立の定時制高校５校） 

・ 生徒向け講演『めざせ！カッコイイおとな』など実施（府立の定時制高校４校） 

 

 ② 学校以外（順不同） 

・ 著書『つたえびと』（LMN.2009年）、続編『つたえびと』（LMN.2010年）執筆中  
・ 京都労働局・就職支援セミナーへの出講（約20回） 

・ H21年10月 キャリア・コンサルタント大阪大会（午前の部）発表 

・ 大阪府ふるさと雇用再生基金事業「中小企業のための普通科高校生就職促進事業」  

コーディネータ向け研修「高校生支援の実務全般」実施（1回） 

   ・ 個人のキャリア・コンサルティング、企業の社内報への寄稿協力  ほか 

 

キャリア教育が開く、

大阪の未来。 
だから、今こそ、 
高校に、ＣＣを！ 
府庁に、ＣＣを！ 
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Ⅱ.問題意識と現状:  

◆ ＣＣ活動をはじめるまで。 
平成 19（2007）年 2月、大阪府立の高校の“キャリアアドバイザー”に応募した。以前から、私なり
に考え続けてきた“問題意識”を持っていたためだ。 
私は、行政との協働や地域・まちづくり・人づくり、子ども支援活動に関心を持っており、1990年代

後半にNPO法人を立ち上げた経験もある。また、地元中学校区を軸とした府の「地域教育協議会（すこや

かネット）」に地域コーディネーターとして参画し、府の子ども家庭サポーター（児童虐待防止アドバイ

ザー）連絡会で代表を務めるなど、青少年に関わる様々な活動を続けてきた。それらを通して見えてきた

のは、今の子どもの育つ環境や地域・社会の変化、家庭環境の悪化である。子どもたちは今、保護者や学

校の先生以外の異世代とは、ふれあえない環境で育つ。“知らない相手”にどう対処するかを知らない子

どもたち…結果、社会性が身に付かないのは当たり前だ。子どもは「今も昔も変わらない」ものだが、危

機感を覚えたのは“社会の変化”である。また、読書推進の活動を通して、「家庭に本がない」「本棚がな

い」「子どもの頃、読み聞かせてもらった経験がない」人々が親になってしまっている現状を見せつけら

れた。そういった読書離れの現実を垣間見るだけでも、家庭教育や家庭で身につけるべきマナー・しつけ

やモラルが、既に崩壊している、と感じる。学校の先生だけでは無理ではないか、ボランティアで関わる

には限界がある。そんな中、行政の教育関連資料で「キャリア教育」という言葉を知る。「キャリア教育」

「キャリア・コンサルタント」と調べるうちに、“学校にこそ、キャリア・コンサルタントが必要だ”と

感じていた。既に、キャリア・コンサルタントの認定資格取得しており、学校を現場にしたいと望んでい

たので、悩むことなく、応募に至った。 

 

◆ＣＣ活動３年目に入って、さらに「現実」を知る 

今年も雇用危機が深刻化し大人の世界が厳しいと、子どもの世界はもっと厳しい、いや、もっと切実で

ある。先日、「子どもの相対的貧困率、１４．２％ 先進国30カ国でワースト2位」が政府発表され、子

どもの“貧困、格差”の連鎖・・その事実がようやく浮き彫りになった。以前からＯＥＣＤの調査ではわ

かっていたことだが、政府が正式に発表したことには意味がある。 

私は、ＣＣとして、活動拠点としてきた学校以外にも全日制（昼）・定時制（夜）の高校を問わず、様々

な場面で、高校生の現状や生徒のケースを知る機会も増えた。高校生の現状は本当に厳しい。高校生の抱

えている問題とその背景・環境の悪化は本当に深刻化している。 

例をあげればキリがない。例えば、家庭の崩壊、長年見過ごされてきた虐待、自傷行為、低学力、小・

中学校で不登校、ひとり親家庭・生活保護受給家庭の増加、また、健康保険「無保険」で病院に行けない

生徒。小・中学校で何らかの障がいを見過ごされ高校にきた例も少なくない。バイトをかけもちして家計

を支える生徒、専門学校への進学のため貯めたバイト代が家計に消え、諦めざるを得なかったケースも多

いと聞く。授業料滞納で卒業できない、修学旅行費が払えず欠席する生徒もクラスに複数いる、交通費が

なく１時間以上かけ自転車で通う…など。 
今年、担当の定時制高校 2校以外にも複数の定時制高校を訪問した。定時制の生徒が勤労学生という点
は同じだが、内訳が異なっており、正社員は１校あたり２～３名いたら良いほうで、大半が非正規のアル

バイトである。  

今年度の新入生は、一般失業者が増えたこともあり、15歳16歳ではアルバイト採用もされるはずもな

く、2年次以上の生徒も解雇される者が相次ぐ事態。先生方も懸命に対応に追われ、アルバイト応募の支

援にも苦戦した。ある生徒は、入学時から夏までの間に「30件、アルバイトに応募した」という、その
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健気な姿に言葉を失った。「15歳の春」どころか「15歳の冬」だ。一方で、アルバイトに応募する勇気が

ない生徒や、生活保護受給家庭だからとアルバイトができない、そんな「働けるのに働かない」＝「無就

労」生徒が３割近くを占める学校もある。新入生は１年以内に中途退学する数も多く、１年続けば卒業に

向かっていくという。ただし、卒業できても進路未定者が半数以上いるときく。次のスタートラインにす

ら立てない高校生が増えている。何かがおかしくなっている。それでも、定時制高校は、全日制など他所

の学校からの編入学・転入学など、行き場を失った生徒の居場所であり、再チャレンジする人、すべての

受け皿となっているのが現状だ。 

今年度“就職支援員”として、担当した定時制学校の状況も様々である。学校にはそれぞれの特色や良

い点が必ずある。いずれにしても、両校の進路担当者も先生方も本当に熱心であり、優秀な生徒も多かっ

た。両校ともに“打てば響く”関係が築け、私にとっては恵まれた環境であり、本当に感謝している。ま

だ、支援の途中であり、卒業まで２カ月。最後まで、あきらめず、支援したいと思っている。 
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Ⅲ.活動の目標としたこと: 

１．“キャリアアドバイザー”として 

（１）学校に着任する前の目標 

(ア)生徒はもちろん、先生にも“受け入れられる”よう努力。まず、“中に飛び込んでみよう”。 

(イ)生徒や先生の「味方」「当てにしてよい」存在になる。 

(ウ)３年間だが、学期や１年を区切りにして、目標を立てる。 

（２） 着任当初～初年度の目標 

・ “始めが肝心”と、かなり意気込んだ。 

(ア)当初３年事業と聞かされていたので、「初年度を“導入・行動”」「２年目に“実行・展開”」「３

年目は“拡大・発展そして定着の年”」と意識し、ホップ・ステップ・ジャンプでイメージ。 

(イ)毎月行われる意見交換会で、今月の「活動報告」や「見通し」、「来月の課題」を必ず行った。 

(ウ)“できることは、先送りにしないで、やる”と決めていた。 

（３） 初年度の終わる頃（２月末）に事業廃止（となる報告）を受けて、目標を失い、修正 

  ・ 念願の教職員研修（ＣＡ活動報告会）を実施し今後の展望を示した翌日、突然に事業廃止通達。 

いよいよ、これからと意気込んでいたため、すべてが「無」になった（と一瞬、脱力感）。 

(ア)落ち込んでも仕方がないと、我ながら驚くほど切り替えも早く、プロ意識も感じた。 

(イ)残り１カ月で何らかの収束を迫られたため、相談中の生徒のフォローを最優先に考えた。 

(ウ)次年度の計画や準備に関われる重要な３月、の１カ月間、何もできなかった。 

(エ)事業自体が一時凍結になったため、「活性化プロジェクト委員会」の存続だけを強く要望。身

動きとれず苦しい中、学校活性化に対する改善策などの提言・総括を行った。 

（４） 新学期の直前に、２年目のみ復活決定（暫定予算で45日間、本予算85日間の計130日） 

(ア)生徒に対して、「４カ月は来られることになった、夏以降は来ないかもしれないから、今の間

に相談に来てね」という中途半端な説明をしながら、平静を装って相談を受け、ＣＡとして精

一杯できる活動を行った。 

(イ)８月以降も継続、しかし、今年度で事業廃止となる“やり切れなさ”とは裏腹に、多くの生徒

が頼ってきたことを励みに、そして先生方からも励まされ、もがき苦しみながら乗り越えた。 

(ウ)３年で実現できること、１年で実現できることとは全く異なる。その時々の情勢に左右されな

がらも、ＣＡとしての姿勢は崩さす、出来る限りの役割を私は果たしたと思う。 

 

２．“就職支援員”として 

以前のＣＡ活動とは、役割も業務内容も全く違うが、ＣＡ活動が基礎となり、今回は、応用となった。

今回の“就職支援”は、スピードとタイミングが重要となる。着任早々、各学校の課題や目標設定を作

成し、優先順位を考え、見通しをもった。計画は途中で、修正をかけながら、小さな目標を立てた。業

務内容も重要だが、基本的には、学校のニーズを優先し、適宜、要望に応えつつ、提案・実行した。状

況や生徒の様子をみては、修正をかけ、新たな提案を行っては実行を繰り返すことになった。２校とも

に昨年度以上の実績を残したと思っている。今年１２月末時点で、勤務日数は残り５日でどこまで効果

的な支援ができるか思案している。 




